９月度例会

作成：2009年10月8日(木)
大阪府建築士会　社会貢献委員会　建築相談分科会

シックハウス研究会　平成２１年９月度例会レジメ

日時：　平成２１年９月２８日（月）１９：００～２０：３０

会場：　大阪府建築士会　会議室（ジョイント大手前ビル５階）

参加：　（敬称略）田中、中村、的場、佐賀、守屋
司会進行：　守屋　　　　　　記録：　佐賀　　

議　題

<　Ａ．報告　>

1． ８月３１日（月）ポリエステル断熱材勉強会について（材寄）

<　Ｂ．今後の活動予定　>

1． １０月勉強会について

ａ）的場「王子製袋　セルロースファイバー『ダンパック』をテーマとする。」
ｂ）当日、ノートパソコンを中村が用意するが、前日に的場より確認の連絡を入れる。

ｃ）建築士会会員外の人を呼んでもよいのか？　→　営業にもなり、１回に限りよいと解釈する。複数回となると会費を払っている人との公平性が保てない。
2． 情報発信のあり方について。

対象の広いシックハウスから、より身近な問題に的を絞り市民に伝えていく。

例えば、「アトピー性皮膚炎について」、建物を絡めて新しいセミナーを考える。（中村から、笹川先生にお伺いをたてる）
同時に会の名称、知らしめる方法・手段、個人では出来ない情報発信等は、継続審議。
3． その他
ａ）全国大会について

シックハウス研究会からの出席者は、ない。
ｂ）勉強会後のアンケート

講師をしていただいた方に、情報を提供するための「勉強会のアンケート（案）」を梅本委員が作成することになっているため、佐賀より確認を行う。
ｃ）24時間自然換気の換気風量について（5月例会にて議題となったもの）
日本建築学会　空気環境部会の活動について　自然換気システム（神宿システム）の数式モデルを阿部委員より説明　12月にキャンパスポート大阪において「住宅の換気について」シンポジュウムの企画に参加？具体的になれば後日提案。
→　その後の進捗状況は、阿部が欠席のため、保留。
ｄ）ホームページについての改善点、意見、要望など。

→　次回例会時に、プロジェクターを利用して全員で確認する。
ｅ）今後の企画について

· 家具の化学物質の測定　企業の測定器具を利用　・・・　継続審議。

· 野池さんなどＳＨ活動研究者のＳＨの現状問題点、活動内容などについて　・・・継続審議。
ｆ）１０月度以降勉強会等について

→　守屋から、進捗を担当者に確認する。

ｇ）ＣORE参加について

　ＣＯＲＥの開催意義は、「新規会員の確保」であるが、近年参加メンバーが決まっており、その意味が薄れている。継続審議とする。

ｈ）今年度忘年会は、次回例会時、阿部に準備要請をする。
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